
 

 

 

 

 

 

グループをみる時に  
 
 
 

 

 
 

コンテントとプロセス 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
プロセスをみる視点 

 

 

 

 

グループってどうやって「みる」の？ 

 AFPY のアクティビティを実施している時に、学校の授業中に。
教師や指導者（ファシリテーター）には、あらゆる場面で対象の
集団を「みる」力が求められます。「見る・観る・視る・診る」と、
場面によって様々な「みる」がありますが、「何を」、「どのように」
みればよいのでしょうか。本号では、様々な教育活動に共通する
集団の見方について考えたいと思います。 
 

 津村俊充・山口真人編『人間関係トレーニング』では、グループ
をみる視点を「コンテント」と「プロセス」の２つの側面から説
明しています。 

①コンテント…グループの話題とか、課題や仕事などの内容的な
側面（話している議題や取り組んでいる作業）。 

②プロセス…グループの中で起こっている人と人との関係的過程
（チームの雰囲気やメンバーの意識、お互いの関係性など）。 

両者は車の両輪のようなもので、相互に影
響し合って物事が進んでいくため、どちらも
欠かすことができません。しかし、右図の氷
山図に表されるように、私たちの関心はコン
テントに向きがちです。そこに何が起こって

いるかよりも、何をするかのほうに目が向い
てしまうものなのです。 
  
では、どうすればプロセスを理解することができるのでしょう

か。ここでは、コミュニケーション・意思決定・雰囲気の３つの
視点をご紹介します。 

○コミュニケーション…誰が誰によく話したか、話した時間や回
数、誰が誰を支持したか、どのように感情表出がなされている
かなど。 

○意思決定…決めるのに要した時間、誰が決めたか（少人数での
決定、多数決、合意）など。 

○雰囲気…不安、緊張感、凝集性、自由さなど。 

 話し合いの内容や成果のみに注目するのではなく、五感をフル

に使って、集団の様子や個々の感情を理解しようとする姿勢こそ、
指導者（ファシリテーター）に求められる資質であり、そうして
新しい発見や気付きを得られることがグループを「みる」ことの
醍醐味だと思います。 
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A F P Yだより 

社会教育・文化財課の Webサイトで「心の冒険・サマースクール」「AFPY」の取組を御紹介しています。 

検索  

プロセス 
関係の中で 

起こっていること 

コンテント 
話題・課題 



★AFPYに係る資料をぜひご活用ください！ 
 県教育庁社会教育・文化財課のホームページでは、以下について、情報発信を行っています。

必要に応じて積極的にご活用ください。 

○AFPYの手引き 

AFPY の理論や実施にあたっての基本的な考え方などを紹介しています。実践前にまずご

覧ください。 

○アクティビティ集 

活動のねらい、人数、場所、必要な道具、実施手順等を

まとめています。新型コロナウイルス感染症への対応とし

て、非接触型の活動は破線の枠囲みで紹介しています。集

団の実態や課題に応じて、適切に活用してください。 

○AFPY実践事例集 

AFPY アドバイザーが実施した授業や出前講座を対象別に参照できるようにまとめていま

す。アイスブレイクから課題解決まで、活動を組み立てる際の参考にご覧ください。 
 
★AFPY出前講座を活用してみませんか？ 
本県には、各地に AFPYアドバイザーと呼ばれる AFPYに関わる相談対応、助言、指導等の役

割を担う AFPY 指導者がおり、人間関係づくり等の体験活動を希望する学校や各種団体に対し

て、AFPY アドバイザーを派遣する AFPY出前講座を実施しています。興味のある方は一度お問

い合わせください。（Tel 083-933-4650） 

【R3年度の出前講座実施状況】 

依頼件数 実施件数 中止 

２７件 ２５件 そのうち講座後の校内研修実施数：８件 ２件 

担当者アンケート結果 

 
成果や課題、要望等 

・集団に入ることを怖がっていた生徒が、活動を進めていくにつれてクラスの輪に入ることが

でき、楽しそうに活動していた。生徒一人ひとりの個性だけでなく、クラス内での生徒の人

間関係や立場も可視化されており、今後の学級運営において大変参考になる活動だった。 

・活動の中で生徒達が少しずつ知恵を出し合ったり、そっと手を貸したりと関わり合う姿が見

られ、生徒たちのまだ知らなかった部分の実態把握ができたように思う。 

・短い時間でしたが、子どもたちの顔つきや関わり方が変化していき、普段自分から関わりを

もつことが難しい児童の成長を見ることができた。Beingの取組を中心に指導を継続してい

きたい。 

・行事も少なく人間関係にも偏りがあったが、今回の活動を通して、いろいろな友達に声をか

ける姿を見ることができた。子どもの感想にも「日頃話さない仲間と話すことができた」「今

まで団結力がないと思っていたが、今日クラスの団結力を感じた」などの感想が多くあった。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①参加者は活動を楽しんでいましたか。

②参加者はお互いに積極的にコミュニケーション

をとろうとしていましたか。

③参加者はルールを守り、安心・安全を意識して

活動することができていましたか。

④参加者は活動を通して、達成感を味わうことが

できていましたか。

⑤参加者は活動や振り返りから、学びを得ること

ができていましたか。

よく当てはまる まあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない


